











































こで様 々な実験 を組み合わせて研究が進め られています。そのひとつに光散乱実験があ ります。単色の
レーザー光を試料にあて、そ こか ら散乱 して くる光のスペク トルを見 ると、試料原子の振動を励起 した
分だけエネルギーを失った散乱光があることがわか ります。 このラマソ散乱スペ ク トルから、ガラス中
の振動スペク トルを知 ることがで きます。 もちろん原子振動は原子のつなが り具合いに密接に関係 して
います。図1に 典型的なラマソスペ ク トルが、光照射の時間が経つにつれて変わる様子を示 します。試
料は真空蒸着法によって作 ったアモルファスGeSe,フィルムで、それ に波長514.5㎜のアル ゴソレー
ザー光を室温で照射 しています。は じめブロー ドなアモル ファス状態のスペク トルの中か ら、幾本かの
鋭い ピー クが成長す るのがわか ります。 これ らのピークの成長は レーザー光照射によってアモルファス
が結晶化 していることを表 しています。何回か同 じ測定を繰 り返 してみ ると、210cr1に一本 ピークが


















GeSe,融液をゆ っくり冷やすと、黄色透 明な結晶がで きます。 これは層状物質で して、雲母の様にか
んたんにへ き開 します。そのラマ ソスペク トルを測 ってみると210㎝雪1にピークがあることがわか りま
す。では、もう一方の200㎝一1のピークはなにによるのかとい うことにな ります。
GeSe,蒸着 フィルムをある温度以上に加熱 しておきますと、結晶化 を起こ します。図2は 色々な温度
に18時間お くことによってつ くった結晶の ラマソスペ ク トルで、200㎝冒:のピークが比較的低い温度に
しておいたものに現れました。そ とで200㎝一'のものを低温相の結晶と呼び、210.㎝"1のものを高温相
の結晶と呼ぶことに します。結論 と して、アモルファスGeSe,の光結晶化においては、高温相 と低温相
の2種 の結晶ができているとい うことです。ところがその割合はどうかといいますと、高温相(図1の
タイプ(A))の割合の方がかな り多いのです。
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